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化粧品産業国際競争力強化事業

１　事業の概要

　化粧品生産額全国第１位の埼玉県の化粧品製造業者

が、世界人口の４分の１を占めるイスラム諸国の方々に

安心して使用できるハラル化粧品を製造販売、輸出でき

るよう県内の化粧品産業の国際競争力を強化する。

（１）ハラル化粧品ＧＭＰガイドライン策定事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　8,186千円

（２）ハラル化粧品研究開発支援事業　3,000千円

２　事業主体及び負担区分

（１）(県10/10)

（２）(県1/2)・事業者1/2

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　9,500千円×1人＝9,500千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　　近年、経済発展の目覚ましいイスラム諸国では、高い品質の日本製化粧品のニーズはあるものの、ハラル対応な
　　どの理由から、現在ほとんど流通していない状況である。
　　　2020年の東京オリンピック開催が決定し、今後、イスラム諸国が日本への関心を高め、人と物の交流がより活発
　　化することから、日本製ハラル化粧品の需要拡大が見込まれる。
　　　県内化粧品関連中小企業がこの機会を捉え、ハラル製品市場への参入について意欲が示されたことから、県はマ
　　レーシア政府機関等及び県内大学と共同でハラル化粧品ＧＭＰガイドラインを策定し、県内化粧品関連中小企業がハ
　　ラル認証を受けられるよう支援する。
　　ア　ハラル化粧品ＧＭＰガイドライン策定事業　　　　　　　　　　　　8,186千円
　　 (ｱ)　マレーシア政府機関等とハラル化粧品ＧＭＰガイドラインを策定
　　 (ｲ)　県内化粧品関連企業に対しハラル化粧品ＧＭＰガイドライン等の研修を実施
　　イ　ハラル化粧品研究開発支援事業　　　　　　　　　　　3,000千円
　　　　動物由来物やアルコール等の宗教上の戒律から使用できない原料に代わる化粧品原料の調査研究
（２）事業計画
　　ア　ハラル化粧品ＧＭＰガイドライン策定事業

　　　・化粧品産業等国際競争力強化研修会(1回)

　　エ　イスラム諸国との友好親善活動の促進

　　　・マレーシア政府機関等との打合せ(2回)

　　　・ハラル化粧品ＧＭＰ研修会(1回)
　　イ　ハラル化粧品研究開発支援事業
　　　　県内大学及び企業の「原料となり得る成分の調査研究及び製品化に向けた構造設備・製造方法等の調査研究」
　　　に対する補助
（３）事業効果
　　ア　県内の化粧品関係企業の事業拡大に伴う増収、雇用創出
　　イ　新たな化粧品製造所の県内誘致
　　ウ　食品など他の事業へのハラル認証拡大による新たな市場への進出

(単位：千円)
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